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1 はじめに

Twitter1 上でユーザは様々な情報を発信している．

不祥事などの出来事が発生した場合，ユーザは出来事

に関連する対象への意見を変更することがある．意見

を変えるような出来事が発生したかどうかの検知や

正当な理由なしに意見を変えるような信頼のできない

ユーザかどうかの判定を行いたい．

そこで本手法では，意見が変わったか知りたい対象

への印象の度合いをツイートごとに求める．そして，

ツイートごとの印象の度合いが変化したかどうかを求

めることにより，意見変化の有無と変化した時点を検

知する．

2 関連研究

Twitterで意見の変化を求める研究としては橋本ら

による研究 [1]が存在する．橋本らは，評判傾向が変

化した原因の抽出を目的とし，多くのユーザの評判傾

向の変化に注目している．本研究は個人の意見に注目

し，その意見の変化の有無を検知することを目的とし

ており，橋本らとは問題設定が異なる．また，橋本ら

は一つのツイートに一つの感情を割り当てているが，

本研究では一つのツイートに対し，ポジティブ，ネガ

ティブさの度合いを求めているという点が異なる．

3 提案手法

本節では，ユーザのある対象に対する意見変化の有

無と，意見が変化した時点を検出する手法を述べる．

Twitterに投稿されたツイートは，API2 を用いて

取得可能である．APIを用いて取得可能なツイートの

情報には，ツイートを行った日時，ツイートを行った

ユーザ名，ツイートの投稿内容が含まれている．

本稿ではツイートの投稿内容の文章をツイート本文

と表記する．また，意見が変化したか知りたい単語を

目的単語と表記する．

APIを利用し，あるユーザのツイートを APIの制

限内で取得する．取得したツイートの内，ツイート本
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文に目的単語を含むツイートを使用する．

ある単語に対する印象の度合いを印象度と呼ぶ．本

手法では印象度を，どの程度ポジティブかネガティブ

であるかという軸で表す．ユーザの目的単語への意見

が変化した場合，目的単語へのツイートでの印象度が，

変化前と変化後では異なると考えられる．そこで本手

法では，極性辞書と単語間の意味的関係の深さを用い

て，ユーザのツイートから目的単語への印象度を求め

る．そして，その印象度の変化点を検知することによ

り，意見変化の有無と変化した時点を抽出する．

3.1 印象度の算出

ツイートにおける目的単語への印象度を以下のよう

に求める．

小林らによって作成された [2]日本語評価極性辞書

（用言編）と東山らによって作成された [3]日本語評価

極性辞書（名詞編）を用いて，ポジティブな単語には

1，ネガティブな単語には −1という単語と極性値の

対応関係を記録した辞書を構築する．極性辞書を参照

することにより，単語の極性値を得る．ツイート本文

に含まれる各単語の極性値を用いて，目的単語への印

象度を算出する．

しかし，ツイート本文中の全ての単語の極性値が目

的単語への印象であるとは限らない．例えば，目的単

語「USJ」への印象度を算出することを考える．「USJ

楽しみ。そのためのバイトは嫌だ。」というツイート

本文では，「楽しみ」は単語「USJ」への印象を表現し

ているが，「嫌だ」は「バイト」への印象を表現してい

ると考えられる．また，「USJ行ってきた。ハリーポッ

ター最高だった。」というツイート本文では，「最高だ」

は「ハリーポッター」への印象を表現していると考え

られる．そして，「バイト」への印象が「USJ」への印

象に関連する度合と，USJ内のアトラクションである

「ハリーポッター」への印象が「USJ」への印象に関

連する度合は異なると考えられる．すなわち，ツイー

ト本文に含まれる単語の極性値を全て同様に扱った場

合，目的単語への印象度を正確に求めることはできな

いと考えられる．

そこで以下の仮定を置く．

仮定 1 目的単語にへの印象度の値は，目的単語と意

味的関係の深い名詞への印象度の値と近い．
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これは例えば，目的単語「USJ」が含まれるツイート

本文の中に「ハリーポッター最高だった。」という，「ハ

リーポッター」への印象がポジティブな文がある場合，

「USJ」とUSJ内のアトラクションである「ハリーポッ

ター」との「USJ」との意味的関係は深いため，「USJ」

に対しても「ハリーポッター」に対する印象と同様に

ポジティブな印象を持つという仮定である．しかし，

目的単語「USJ」が含まれるツイート本文の中に「バ

イトは嫌だ。」という，「バイト」への印象がネガティ

ブな文があるとしても，「USJ」と「バイト」の意味的

関係は浅い為，「USJ」への印象がネガティブであると

は限らない．

仮定 2 目的単語と意味的関係の深い単語は，目的単

語との共起性が高い．

例えば，「USJ」と意味的関係の深い「ハリーポッター」

は「USJ」と同時にツイートで使用されるが，「USJ」

がツイート本文に含まれていないツイートでは使用さ

れにくい，という仮定である．

上記の仮定 2よりまず，目的単語 w と名詞 aとの

意味的関係の深さ twa を求める．意味的関係の深さは

共起尺度のひとつである Tスコアを用いて求める．T

スコアは，目的単語 w が含まれるツイート本文に名

詞 aが含まれている割合が高ければ大きく，目的単語

wが含まれないツイート本文に名詞 aが含まれていれ

ば小さくなるため，意味的関係の深さとして用いるこ

とができる．

t′wa =
c− nwna

nall√
c

(1)

ここで，cは全ツイートの中で目的単語 wかつ名詞 a

を含んだツイート数，nw は全ツイートの中で目的単

語 wを含んだツイート数，na は全ツイートの中で名

詞 aを含んだツイート数，nallは全ツイート数である．

全ツイートとは無作為に集めた日本語ツイート群であ

る．また，求めた各名詞の t′wa に対して，求めた t′w

の最大値で割り，最大値が 1以下となるように正規化

したものを意味的関係の深さ twa とする．

目的単語への印象度を求めたいツイート本文を文

で分割する．文中の単語の極性値を，文中に存在する

名詞への印象度であると考える．また仮定 1より，ツ

イート本文に存在する文の中でも，意味的関係の薄い

文に出現する単語の極性値の重みを小さく，意味的関

係の深い文に出現する単語の極性値の重みを大きくす

るべきである．よって，文中の単語の極性値に目的単

語 w と他の名詞との意味的関係の深さをかけること

により，文 sの目的単語への印象度を以下のように求

める．

iws = max(Tw
s )

∑n
k=1 pk
n

(2)

ここで，nは文 sに含まれる極性値を持つ単語数，pk

は単語 kの極性値である．Tw
s は文 sに含まれる名詞

の意味的関係の深さの集合である．max(Tw
s )によっ

て文 sに含まれる名詞のうち最も意味的関係が深い名

詞の意味的関係の深さを求めている．文 s中に名詞が

存在しない場合は意味的関係の深さを 1として扱う．

ツイートの目的単語 wへの印象度 vwを，ツイート

に含まれるすべての文の印象度の平均とする．

vw =

∑m
s=1 i

w
s

m
(3)

mはツイートに含まれる文の数である．

3.2 変化点検出

ツイートごとの目的単語に対する印象度を用いて，

印象度の変化点を検出する．まず，取得したツイート

の目的単語に対する印象度の平均を求める．次に，印

象度と平均との差 dを各ツイートごとにそれぞれ求め

る．各ツイートの dの累積和を時系列順にそれぞれの

ツイートに対して求める．累積和の絶対値が最大とな

るツイートを変化点であるとする．

4 まとめ

本稿では，Twitterにおいてユーザの意見変化の有

無，そして変化した時点を検知する手法を提案した．

提案手法では，単語間の意味的関係の深さを用いて目

的単語への印象度を求め，あるツイート前後で目的単

語への印象が変化したかどうかの検知を行った．

本手法は意見変化が発生するような重大な出来事の

検知や，相手に応じて頻繁に意見を変えるような信用

できないユーザの判定への応用が考えられる．

本手法では単語の印象度をポジティブかネガティブ

かという軸で表した．印象を表す手段としては喜怒哀

楽といった感情表現で表す方法が考えられる．意見の

変化にはネガティブかポジティブだけではない変化も

考えられる．そのため，感情を用いることでより細か

い意見変化の検知を可能にすることが期待できる．
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